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令和５年度第１回四街道市みんなで地域づくり推進委員会 会議録 

 

 

日 時：令和５年８月２３日（水曜日）午後２時から午後３時２０分まで 

場 所：四街道市保健センター３階 第２会議室 

出席者：大下委員長 日野副委員長 福本委員 田中委員 中村委員 野口

委員 

欠席者：なし 

事務局出席者：荒巻課長 小貝課長補佐 櫻井主事  

勝又副代表理事（ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポー 

トクラブ） 

傍聴人：０人 

 

――会議次第―― 

1. 開会 

2. 委員長あいさつ 

3. 会議の公開・非公開 

4. 議題 

（1）令和４年度みんなで地域づくり事業提案制度の事業ふりかえりにつ

いて 

（2）その他 

5. 閉 会 

 

――会議の内容―― 

 

１． 開会 

 

【事務局】それではこれより令和５年度第１回四街道市みんなで地域づくり推

進委員会を開会いたします。本日の出席委員は６名で、欠席委員はおりません

ので、四街道市みんなで地域づくり推進委員会要綱第７条第２項に規定する過

半数に達しており、本日の会議は成立いたします。 

また、四街道市みんなで地域づくり推進委員会要綱第３条第１号により四街

道市みんなで地域づくり推進委員会が所掌する事務の１つとして、「みんなで地

域づくりに関すること。」と定められており、本日の会議は、令和４年度みんな

で地域づくり事業提案制度の事業ふりかえり等についてご意見をいただく会議

となっております。 
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それでは大下委員長よりご挨拶頂きまして、四街道市みんなで地域づくり推

進委員会要綱第７条第１項に基づき、会議の進行をお願いいたします。 

 

２． 委員長あいさつ 

 

【大下委員長】～あいさつ～ 

 

３． 会議の公開・非公開について 

 

【大下委員長】議事に先立ちまして、会議録における発言者名については、「審

議会等の会議の公開に関する指針の解釈運用基準」の規定により、原則として

明記することとなっておりますので、本委員会においても明記する取扱いとし

たいと存じますが、よろしいでしょうか。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】異議なしと認めます。本委員会における発言者名を明記する取

扱いとします。 

会議録は事務局が作成することとし、出席委員を代表して私が内容確認をさ

せていただきたいと思いますが、委員の皆様いかがでしょうか。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】それでは、会議録は私が確認させていただきます。 

続いて、会議の公開・非公開につきましては、「四街道市審議会の会議の公開

に関する指針」により公開とさせていただきます。また、会議資料につきまし

ては、「四街道市審議会等の会議の公開に関する指針の解釈運用基準」の規定に

より、傍聴人に供するものとしますが、このうち、会議次第につきましては配

布するものといたします。その他の資料につきましては本委員会の判断による

ものとされております。私としましては、資料についても配布することとした

いと存じますが、委員の皆様の意見をお伺いします。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】それでは、本会議は「公開」とし、傍聴人に資料を配布するこ

ととします。事務局は傍聴人の方がいらっしゃいましたら入室いただいてくだ
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さい。 

 

【事務局】傍聴人はいません。 

 

【大下委員長】それでは本日の議題に入ります。 

議題１．令和４年度みんなで地域づくり事業提案制度の事業ふりかえりについ

て、事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局】～議題１について説明～ 

 

【大下委員長】ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見等あ

りましたら、お願いします。 

 

【野口委員】四街道みらい会について、農園を活かした別事業を実施すること

もできるのではないかと思いました。 

 

【事務局】月１回の活動状況等を考慮すると、団体としては実施できるか検討

の必要があると思います。 

 

【田中委員】農園での作業は介護予防にもなるため、福祉施設等と連携し、農

福連携につながれば良いと思いました。 

 

【日野副委員長】総合公園の植生調査の会について、今後も活動を継続すると

ありますが、四街道市地域振興財団と団体の関係性についてはどのようになっ

ていますか。 

 

【事務局】調査は団体が実施し、観察会は四街道市地域振興財団が主催となり、

実施しています。 

 

【日野副委員長】冊子の発行だけではなく、総合公園内に植物の情報が確認で

きるようＱＲコードを設置する等、より一層の活動を期待したいと思います。 

 ひみつのおしゃれ工房について、情報発信がとても上手だと思いました。地

域に根差した事業の周知等を実施していただけるとより良いと思いました。 

 

【大下委員長】ひみつのおしゃれ工房は手広く事業をしていますが、代表者の

負担が多いのではないでしょうか。 
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【事務局】７月頃に販売員を３名雇用しましたので、徐々に代表者の負担を減

らそうとしております。 

 

【大下委員長】継続することが大事だと思いますので、代表者の負担を分散し、

今後も活動を続けていただければと思います。 

 

【福本委員】ひみつのおしゃれ工房について、市の担当課はないのでしょうか。 

 

【事務局】担当課はないのですが、地域づくりセンターが市民団体のサポート

をしておりますので、ご相談いただければと思います。 

 

【大下委員長】以上で、令和４年度みんなで地域づくり事業提案制度の事業ふ

りかえりを終了します。なお、本日の説明、意見交換しました内容を踏まえま

して、委員の皆様には、コメントシートの記入をお願いします。コメントシー

トは８月３１日までに事務局あてにご提出ください。皆様から頂いた内容を、

事務局で取りまとめ、私が確認したものを、委員会のコメントとしたいと思い

ます。委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】その他について、事務局よりなにかありますか。 

 

【事務局】その他について、３点ございます。 

まず、１点目に備品購入費の考え方について、事務局の方で案を作成しまし

た。資料５コラボ四街道ガイドブック２０２４の５ページをご覧ください。他

の市町村の状況を参考にして、地域づくり部門は、１品１万円以上５万円以下

かつ補助金額に対して２割を上限としました。アンダー19 部門は、1 品 1 万円

以上 2 万円以下かつ補助金額に対して 2 割を上限としました。 

２点目が、令和４年度第３回みんなで地域づくり推進委員会の中で、アンダ

ー１９部門の見直しについて、ご指摘いただいておりました。こちらにつきま

しては、今年度中に委員の皆様から書面等でご意見をいただきながら、令和６

年度に募集するコラボ四街道に反映させたいと考えております。 

３点目が、みんなで地域づくりセンターの業務報告について、業務責任者で

ある勝又よりご説明いたします。 
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【大下委員長】ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見等あ

りましたら、お願いします。 

 

【日野副委員長】Ｐ４ページの団体基本情報について、現在の活動状況等は確

認していますか。 

 

【事務局】年１回状況を確認し、情報を更新しています。 

 

【日野副委員長】各団体のイベント等の情報はみんなで地域づくりセンターに

集まってくるのでしょうか。 

 

【事務局】チラシの配架やＳＮＳでの発信の依頼を受けるため、情報は集まっ

ています。 

 

【大下委員長】地域の市民団体にヒアリングしているとのことでしたが、新し

い課題や事業等には繋がりましたか。 

 

【事務局】ちょこっとクラブとのヒアリングを実施し、コラボ四街道への応募

に繋がりました。 

 

【大下委員長】１０代・２０代の学生の方が、活動できるような場をみんなで

地域づくりセンターに提供いただけると良いと思います。大学生は、外部での

活動に積極的であり、きっかけがあれば自分たちで進めてくれます。みんなで

地域づくりセンターとして、学生にヒアリング等を実施し、準備を進めておく

と良いかと思います。 

 

【日野副委員長】大学側としては、学生が市民団体の活動に参加できるよう、

きっかけづくりをしていただけると嬉しいと思います。 

 

【野口委員】市民団体としても学生に接する機会がないため、みんなで地域づ

くりセンターにマッチングしていただければと思います。 

 

【福本委員】公民館は寺子屋が再開となりましたが、少しの時間でも良いので、

学生の方にボランティアとして参加していただければと思っています。 

 

【大下委員長】それではみんなで地域づくりセンターには、学生の方と市民団
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体とのマッチングをご検討いただければと思います。続きまして、アンダー１

９部門については、令和６年度に募集するコラボ四街道に反映させるというこ

とで皆様よろしいでしょうか。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】備品購入費の考え方について、コラボ四街道は市民団体が事業

継続するための補助金制度であるため、これまで備品購入に上限を設けており

ませんでした。しかしながら、令和４年度第３回みんなで地域づくり推進委員

会の中で、備品購入が主目的のような事業がありましたので、今回上限を設け

ることとしました。備品は台帳にて市民団体が管理することとなりますが、市

民団体の活動が終了した後の備品について、委員の皆様ご意見ありますか。 

 

【日野副委員長】備品購入した市民団体から誓約書等は提出いただいているの

ですか。 

 

【事務局】誓約書等はありませんが、これまで汎用性の高い物品は対象外とし

ておりましたので、事業以外での利用は考えづらいと思います。しかしながら、

今後は誓約書等での制限を検討したいと思います。 

 

【野口委員】事業の立ち上げを考えると、２割は条件が厳しいのではないかと

思います。 

 

【事務局】国の補助金等では、備品購入は認められないこともあり、リースを

活用することがあります。高い備品の場合はリースを検討してもらえればと思

います。コラボ四街道の中では、使用料及び賃借料で計上していただければと

思います。 

 

【大下委員長】コラボ四街道ガイドブック２０２４の事務局案で令和６年度コ

ラボ四街道の募集を進めてもよろしいでしょうか。 

 

【委員】～異議なし～ 

 

【大下委員長】事務局より他になにかありますか。 

 

【事務局】特にありません。 
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【大下委員長】以上で「令和５年度第１回四街道市みんなで地域づくり推進委

員会」を終了いたします。本日はお疲れ様でした。 

 

（以上） 

 

会議録署名人    大下 茂    

 


